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 本論文は、近世後期の江戸語における終助詞について、その意味を記述し、また、それらの承接
順序をもとにして、江戸語終助詞がどのような体系をなすかを明らかにしようとしたものである。








意味分析といってよく、第 2 章以下もこれと同様のレベルの分析がおこなわれる。第 2 章は類義の
終助詞「ぞ」と「ぜ」を対照しながら、その意味を考察しているが、ここでは両終助詞の待遇性・
位相性も検討している。第 3 章では、終助詞「な」と「ね」を対照しながら、第 4 章では、終助詞
「さ」と「よ」を対照しながら、そして、第 5 章においては終助詞「え」を分析している。いずれ
の分析も、これまでにおこなわれてきた江戸語終助詞の意味記述の記述精度を大きく超えるもので
ある。本論の第 6 章は、続く第 7 章において江戸語終助詞の体系を明らかにするのに必要な範囲で、
周辺的ともいえる終助詞「か」「や」「い」「の」「す」の意味分析をおこなう。 
 そして、以上の意味分析をふまえて、第 7 章において、これらの終助詞の承接順序を検討しなが
ら、これらがどのような体系をなすかを考察する。その結果、これらの江戸語終助詞は、新情報受
容を示す A 類、情報受容済みを示す B 類、情報未受容を示す C 類の 3 類に分けられ、それらが 3
層の階層性をなすことを明らかにした。さらに、それを終助詞のもつ対話調整機能との関わりのな
かで位置づけている。 
 終章においては、以上の議論をまとめながら、本論文の意義と今後の展望を述べる。 
 本論文は、江戸語資料をきわめて丁寧に読みこみ、それにもとづき江戸語終助詞の意味を精緻に
明らかにするものであり、従来の江戸語終助詞の記述を刷新するものであるといえる。また、江戸
語終助詞の体系の議論も、承接順序と終助詞の意味の関係を新たに明らかにするものである。この
成果は、江戸語研究、さらには日本語文法史研究に大きく寄与するものといえる。 
 よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認め
られる。 
